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ローカルな「地域」

グローバルな視点との対比 

世界規模な広範囲な視点では、 
気がつくことがなかったモノコト 

地に足のついた状態で見つめ直した時に、 
気がつかなかった様々なことが見え始める。

Global

Local



全ての人はローカルな場で生活する
身近な存在を改めて見直してみると・・ 

そこには衣食住があり、学びがあり、仕事があり、生活がある 

経済活動が必ずあり、普遍的なビジネスから 
地域特性を活かしたものまで多様に存在している

これこそが「地域ビジネス」



「地域」と「ビジネス」 
その魅力とは？

前回課題 
「名物、名産、特産品、ご当地限定商品」調査 

から考えてみる

というか、何が魅力なのか？

進物、おもたせ、オススメとして機能しているか？



ご当地性の強さ 
名物・名産 
レア度も高い？



ご当地性の強さ 
かつ 

普遍的商品分野 
での独自性



歴史、伝統 
100年以上にわたり 
人々の支持を得た



歴史、伝統 
100年以上にわたり 
人々の支持を得た



ご当地性から 
近隣地域へと 
知名度を広げる



ご当地性から 
近隣地域へと 
知名度を広げる



生鮮品、ナマモノ 
非食品 
のご当地性



生鮮品、ナマモノ 
非食品 
のご当地性



十分な知名度を 
獲得し、全国的に 
多くの人が認識



十分な知名度を 
獲得し、全国的に 
多くの人が認識 
が、しかし・・



先程のスタバも含め、 
このような場合の 
ご当地性は、 
どこにあるか？

生産メーカー「ユーラク」は 
本社：東京（発祥も同じ） 
工場：札幌、豊橋

根付いたら勝ちの精神（一つの戦略として）



その「魅力」って、 
いつからそこにあったもの？

名物、名産、特産品、ご当地限定商品などが 
課題で取り上げられました。 

それらは、いつからその地域にあって、 
いつから「名物」になって、いつから多くの人に知られ、 
いつから他地域の人にすすめられるものになったのでしょう？



いつからあったのか、だいたい見当をつけたら、 
その前は「魅力」はなかった？ 

別のものがあった？ 
現在までの間に「魅力」は変化した？

なぜ、それが名物、名産として定着したのだろうか。 
原材料や生産者などの所縁（ゆかり）か、 
類似するものの存在はあるのか、 
その分野の中でも特にその商品が選ばれる理由は？ 

などを考察してみましょう。



第3回課題
レポート課題 
「名物、名産、特産品、ご当地限定商品」調査2 

第2回課題で選び調査したものから、それが現れる前は 
その地域はどのような状況だったのか、同じようなものこと 
はあったのか、そしてどのような理由でそれが生まれ、多くの人に 
受け入れられ現在に至ったか。さらに現在までの間に変化はあったか。 
という点を地域の歴史や産業、社会の変化などと合わせて考察調査、 
想像し、レポートにまとめてください。 
*その地域を知る自分自身の視点で以上の内容を考え想像してください*



課題提出時の注意

課題に何も手を付けづに提出（だけ）することはやめて下さい。 
もし、操作などがわからない場合はメッセージなどで問い合わせて下さい。 


